
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

守山市では、発達上 の支援を 必要とする 人やそのご家族に対 して 、生まれてから 就労まで一貫

した継続的な支援（ 発達支援システム） を行っています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

守 山 市 

発達支援センターだより 
平成 30 年７月号  

平成３０年７月 15 日発行  守山市発達支援センター  

守山市下之郷三丁目２番５号  すこやかセンター内  

Tel： 077-582-1158  Fax： 077-581-1628  

 

①継続した相談や必要に応じ

た専門的指導を受けられ、 
 

②個別支援計画に基づいた支

援を継続的に受けることが

でき、 
 

③関係機関が連携しての個別

ケース会議等に基づく乳幼

児期から就労期までの一貫

した支援が受けられる 
 

仕組みとなっています。 

 

小中学校や園（保育 園・幼稚園・こども 園）に通学・通園し ている場合は、学校・園にご相談く

ださい。在宅の場合 は、発達支援センタ ーにご連絡ください 。  

【発達支援システム の取組】  

相談支援ファイルは、発達障害のある人等の支援の必

要な人の健康や生活状況、特性などを記録するファイル

です。本人または保護者が記入するものです。 

生まれてから社会人になるまで記録でき、相談に行く

ときや進級、進学等の際などに、本人のことをよく知っ

てもらうために活用できます。 

すこやかセンターで配布、またはホームページでダウ

ンロードすることができますので、お気軽にご利用くだ

さい。 

「相談支援ファイル」 をご存じですか 
 



  高校や高等養護 学校へ進学した 生徒 の体験談や、保護者 の思いを聞  

く交流会を開催しま す。  

   日  時：８月 10 日（金）午前 9 時 30 分から  

  場  所：すこや かセンター ３階  講 習室  

対  象：・支援を要 する子の保護者・中 学生  

・市内保育園・こど も園・幼稚園・小・ 中学校の教職員  等  

   ※ 申込みは不要です。当日会場へ お越しください。  

 

 

 

あゆっ子教室では、［ 写真１］のように活 動の流れを子ども  

たちに伝えるために 、毎日スケジュール を作成し、朝の集会 の  

時に使っています。  

カードはクリップ    止めになってい るので、１つの活動  

が終わるたびに、子 どもたちと確認し、 カードを裏返します 。  

 カードを裏返すこ と で、「その活動が終 わったこと」を子ど も  

と確認して、次の活 動を伝えます。スケ ジュールがあること で  

見通しをもって活動 に 取り組むことがで きます。  

 

全体の中では集中し て見られない  

子どもには、［写真２ ］のようにスケ  

ジュールと同じカー ドをリングにま  

とめて個別に伝えて います。  

また、長い見通しが も ちにくい子には、［ 写真３］のよ  

うに、カード２枚だ けを提示することも あります。  
 
 
 

絵カードの視覚支援は、オーダーメイドです  

家庭や園、学校でも 同様に絵カードを使 った視覚支援  

をすることができま す。  

写真がよいのか、イ ラストがよいのか、 文字を加えた  

方がよいのか、分か りやすい提示の仕方 は・・・など 、子  

どもにより変わりま すので 、子どもたちのニーズに応じて  

作成してください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「進路交流会」を 開催します  

 
 おしらせ  

あゆっ子教室での取組①  

～見通しを伝えるための視覚支援～  

 

［ 写 真 １ ］  

［ 写 真 ２ ］  

［ 写 真 ３ ］  


